



























































































































































































































  図 5 神戸モスクの空間（実測：2012 年） 




 1941 年に戦争が始まり、1943 年モスクは海軍に接収される。戦時中は敵国の財産は
接収された。神戸の大空襲は日本の他の都市への空襲と比べても苛烈だった。多数の
人命が奪われた。6割に達する市街地が燃やされた。現在の三ノ宮駅周辺やモスクと同




















 戦中は神戸の人口は激減する。戦前に人口 100 万を誇った街も 40 万人程度まで減少





















































  図 6 神戸モスクのある町並み（筆者画） 
拙著『神戸モスク：建築と街と人』東方出版 2018 より 
 
 (2017 年 12 月 6 日、生活美学研究所本年度もてなし研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部准教授 三 宅 正 弘 
－ 133 －
